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調査対象

①基本精度管理調査

・土壌試料（重金属類分析用）・・・・共通試料１
基本精度管理調査

水銀（Ｈｇ）、砒素（Ａｓ）、全燐（Ｔ－Ｐ）



調査対象
②高等精度管理調査

・模擬大気試料（揮発性有機化合物分析用）・・・・共通試料２
ベンゼン、ジクロロメタン、塩化ビニルモノマー、1,3-ブタジエン

・底質試料１（芳香族化合物分析用）・・・・共通試料３
ベンゾ(a)ピレン

・底質試料２（ダイオキシン類分析用）・・・・共通試料４
ＰＣＤＤｓ及びＰＣＤＦｓ異性体：2,3,7,8-位塩素置換異性体（１７異性体）
ＰＣＤＤｓ及びＰＣＤＦｓ同族体
ＤＬ-ＰＣＢ異性体：ノンオルト４項目、モノオルト８項目
ＴＥＱ（毒性当量）：異性体の分析結果にＴＥＦ（毒性等価係数）を乗じて算出

ＴＥＦはWHO/IPCS（1997）による



追跡調査

高等精度管理調査：原則として、２か年の調査
前年度の結果を考慮して調査する

・模擬大気試料（揮発性有機化合物分析用）・・・・共通試料２



試料
①基本精度管理調査

・土壌試料（重金属類分析用） ・・・・共通試料１

土壌（関東ローム土）を採取
50℃において乾燥
夾雑物を除去
100メッシュのふるいを通過した部分を集める
混合・均質化（Ｖブレンダー）
250mlポリエチレン製の瓶に分注
（約70g）



試料

②高等精度管理調査

・模擬大気試料（揮発性有機化合物分析用）・・・・共通試料２
分析対象項目と調製濃度
ベンゼン ：1.11 (昨年度0.783)μg/m3

ジクロロメタン ：1.34 ( 1.05 )μg/m3

塩化ビニルモノマー ：0.190  ( 0.143)μg/m3

1,3-ブタジエン ：0.218   ( 0.268)μg/m3

・ 人工空気（窒素79%と酸素21%）ベースのガス
トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、クロロホルム、

1,2-ジクロロエタン、アクリロニトリル各0.1ppb程度を含めて調製
２０成分を添加（環境大気中で検出される成分を添加）



試料等：追跡調査
・分析対象項目と調製濃度
揮発性有機化合物 Ｈ１７と同程度の濃度
（Ｈ１７ ： 0.055～0.30ppb）
（Ｈ１８ ： 0.073～0.38ppb）

・試料
今年度は、２０成分を添加（環境大気中で検出される成分を添加）
（1,3-ジクロロプロペン0.1ppb～トルエン5ppb）

・分析方法
ガスクロマトグラフ質量分析法とする
（昨年度での回答はガスクロマトグラフ質量分析法であり、その他
の方法（GC/FID等）はなかった）



試料
②高等精度管理調査

・底質試料１（芳香族化合物分析用）・・・・共通試料３

底質（海域）を採取
50℃において乾燥
夾雑物を除去
100メッシュのふるいを通過した部分を集める
混合・均質化（Ｖブレンダー）
100mlガラス製の瓶に分注
（約50g）



試料
②高等精度管理調査

・底質試料２（ダイオキシン類分析用）・・・・共通試料４

底質（海域）を採取
50℃において乾燥
夾雑物を除去
100メッシュのふるいを通過した部分を集める
混合・均質化（Ｖブレンダー）
100mlガラス製の瓶に分注
（約50g）



測定回数
基本精度管理調査と高等精度管理調査

①基本精度管理調査
基準値、公的な分析方法等が規定されている測定項目に関する調査
原則として、測定回数３回（同量の試料を３個採り併行測定）

②高等精度管理調査
基準値、公的な分析方法等が確立されていない（または規定されて間
もない）または高度な分析技術を要する等測定項目に関する調査
測定回数は１～５回
複数回測定では、すべての結果を報告

結果として参加機関数は、基本精度管理調査＞高等精度管理調査



分析結果の回答方法

ホームページに記入して作成

ホームページに記入が難しい場合
→記入用紙に記入して作成



参加機関数と回答機関数

区分 参加機関数 回答機関数 回収率(％)

公的機関 都道府県 ５０ ５０ １００．０

市 ４５ ４４ ９７．８

民間機関 ３７５ ３５１ ９３．６

（３５２） （９３．９）

合計 ４７０ ４４５ ９４．７

（４４６） （９４．９）

（注）（ ）内は、所定の期限よりも遅い回答であり、以降の集計・解析に含まれて

いない回答を含む。



参加機関数と回答機関数
区分 共通試料１ 共通試料２

(土壌試料) (模擬大気試料)

参加機関数 回答機関数 参加機関数 回答機関数

公的機関 都道府県 ３９ ３９ ３３ ３２

（ ３） （ １）

市 ３８ ３８ １２ １１

（ ４） （ １）

民間機関 ３５１ ３２９ ５６ ５３

（１９） （ ３）

合計 ４２８ ４０６ １０１ ９６

（２６） （ ５）

（注１）回答方法にはホームページ、用紙があり、（ ）内は用紙による回答数を示す。

（注２）複数の分析方法等により複数の分析結果を報告し、ひとつがホームページによる報告であっ

た場合には、ホームページによる回答としている（ホームページへは、ひとつの回答を可能としている）。



参加機関数と回答機関数
区分 共通試料３ 共通試料４

(底質試料１) (底質試料２)

参加機関数 回答機関数 参加機関数 回答機関数

公的機関 都道府県 １３ １３ ２５ ２５

（ ０） （ ０）

市 ５ ３ ６ ５

（ ２） （ ０）

民間機関 ７０ ５５ １２７ １２２

（ ３） （ ６）

合計 ８８ ７１ １５８ １５２

（ ５） （ ６）

（注１）回答方法にはホームページ、用紙があり、（ ）内は用紙による回答数を示す。

（注２）複数の分析方法等により複数の分析結果を報告し、ひとつがホームページによる報告であっ

た場合には、ホームページによる回答としている（ホームページへは、ひとつの回答を可能としている）。



分析結果の解析方法
共通解析
すべての分析項目に対する解析・・・・１８年度も実施

詳細解析（高度解析）
要因間の相互作用等による誤差を左右する原因を追及するために解析
解析・評価の高度化に関しては、５年間（平成１３～１７年度）実施
解析内容 ・極端に外れた分析結果の発生要因の解析

・系統的な誤差の発生要因の解析
・極端に外れた分析結果を出した機関の検出

解析方法・重回帰分析、樹形モデル、分散分析等の統計的な手法

これまでの結果例
・極端に外れた分析結果：統計的な手法による発生要因の特定は難しい
→個別の記録書類（クロマトグラム等）の精査、
アンケート調査・現地調査によることが適当

・系統的な誤差：参加機関での分析条件が多様、統計的な手法による要因の特定は難しい
→本調査での実施は難しいが、実験計画を持った調査が必要

以上のような状況から、平成１７年度において「これまでの解析・評価の高度化のとりまとめ」、
１８年度以降では「高度解析は実施していない」



分析結果の解析方法
極端な分析結果(外れ値等)

の特定

・基本的な統計量の ・ヒストグラムの ・外れ値等の棄却原因 ・分散分析等による

算出 作成 の特定 要因解析

；記録書類の精査

；アンケート調査

；現地調査

・全体の分析結果 ・全体の分析結果 ・外れ値等を棄却後の・外れ値等の分析結果

・外れ値等の棄却後の 分析結果

分析結果

評価 ・分析方法の問題点

・分析上の留意点

等



分析結果の解析方法
（１）極端な分析結果（外れ値等）の特定

・「ＮＤ等」で示されているもの

・「Grubbsの方法」により両側確率５％で棄却されるもの（統計的外れ値）
分析結果（複数回分析している場合には平均値）に関する外れ値

（参考として）
・ 「Cochranの方法」により両側確率５％で棄却されるもの（統計的外れ値）
３個の分析結果の分散（ばらつき）に関する外れ値
・現状では、外れ値等としていない（今後の検討課題としている）



分析結果の解析方法

（２）基本的な統計量の算出

統計的外れ値となった分析結果の棄却前後の統計量を算出
（平均値、室間精度（標準偏差、変動係数）、最小値、最大値、中央値等）

（３）ヒストグラムの作成

分析結果に関するヒストグラム
（横軸は外れ値棄却後の平均値を1.0とした相対値、
縦軸は相対度数（％））



分析結果の解析方法
（４）極端な分析結果（外れ値等）の棄却原因の解析
記録書類（分析条件、クロマトグラム、検量線等）の精査
アンケート調査（原因不明の場合希望により現地調査）

試料と項目 アンケート数 回収数 (回収率％)
(機関数)

土壌試料 水銀 19 16
砒素 3 3
全燐 23 14
計 45 33 (73.3)

模擬大気試料 ベンゼン 1 0
ジクロロメタン 3 2
塩化ビニルモノマー 4 3
1,3-ブタジエン 3 2
計 11 7 (63.6)

( 7) * ( 6)* (85.7)
底質試料１ ベンゾ(a)ピレン 3 3 (100.0)
底質試料２ ダイオキシン類 33 27 (81.8)

(31) * (26)* (83.9)
（注）*：（ ）内は外れ値を含む機関数（回答数）を示す。Grubbsの方法による外れ値と

して、複数の項目で外れ値となる回答があり、また棄却限界の下限を下回る値、上限を超

える値の両方があった回答では、それぞれに対してアンケートしているため、機関数より

もアンケート数は多くなる。



分析結果の解析方法

（５）要因別の解析・評価結果

外れ値等を棄却後の分析結果に関する一元配置の分散分析等による要因解析
（平均値の差の検定及び室間精度の違いの検定）

解析において取り上げる要因例
分析機関の客観情報に関すること
分析機関区分、国際認証取得状況 等

分析者の経験に関すること
昨年度分析の試料数、経験年数 等

室内測定に関すること
室内測定精度、室内測定回数 等

分析手法に関すること
試料分取量、測定方法、その他測定条件 等



解析結果の評価等
解析結果
（１）極端な分析結果（外れ値等）
本編第２章の１（２）に記載

（２）基本的な統計量の算出
本編第２章の１（３）に記載

（３）ヒストグラムの作成
本編第２章の１（４）に記載

（４）極端な分析結果（外れ値等）の棄却原因の解析（記録書類の精査、
アンケート調査、現地調査）
本編第２章の２
資料編第１部第１章～第４章の（４）及び（５）に記載

（５）要因別の解析結果
本編第２章の２
資料編第１部第１章～第４章の（１）～（３）に記載

解析結果の要約、評価
本編第２章（調査結果の概要）に項目別に記載

詳細な解析結果
資料編第１部（調査結果）に項目別に記載


